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序章研究の概要
第1節 研究の目的と視点

子どもたちの自立や夫の退職を経て徐々に
高齢期を迎えていく夫婦が、配偶者の健康不良
などふとしたきっかけで立ち止まり、 「 終の
栖jとなる自らの居住環境について見つめ直し
てみた時、現状の選択が果たして最良なもので
あるのかどうかという疑問が生まれてくる。夫
婦二人で支え合い自立した老後を送っていく
ためには、 長く住み慣れた土地とはいえ、その
場所に住み続けていく意義とそれを裏付ける
精神的な支えが必要となってくる。特に地方居
住の場合には、様々な事情を抱え、頼りにした
い子どもたちとは遠く離れたまま生活せざる
を得ない高齢の夫婦世帯や単身世帯が、今後ま
すます増加していくのは明らかである。

本研究では、住み慣れた土地への愛着と住み
続けていく意思を形成する要素として、 「故郷
観j と 「原風景Jを取り上げ、 ふるさとを巡る
概念や世相の変化を辿り、ある夫婦の個人史と
照らし合わせながら、終の栖に相応しい居住環
境の選択と可能性に与える影響を考察してい
く。さらに、具体的な事例への住宅設計を通し
て、離郷した子どもたちと残された親という地
方居住の高齢化問題に対する一つの解答を提
案する。
第2節 研究の背景
1. 地方と都市をめぐる人口移動の流れ

人口の都市集中は、開国や江戸幕府の崩壊を
経て、 国民の動きが流動的になった19世紀末
から既に始まっていた。明治政府が安定してか
ら昭和初期にかけて、都市部への人口流入が進
み、 昭和15 (1940）年には東京・大阪・名古
屋などの市部人口は、 全国人口の37.7%にお
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よんだ。その勢いは第二次世界大戦により表え、
疎開などによって一旦地方に分散されたが、終
戦を迎えると再び急激な集中が始まった。特に、
昭和30 (1955）年以降、 日本経済の高度成長
の過程で、 農山漁村地域から大都市に向けて、
若者を中心に大幅な人口移動が起こった。その
背景には、日本の産業構造の再編成による都市
部での労働力の大幅な需要拡大があり、よりよ
い就職口を求めて、農村から都市への出稼ぎ者
が急増した。昭和35年には17万5千人だった
出稼ぎ者数は、 昭和38年には29万8千人と、
僅か3年間で70%増加している。

地方から都市への過度な人口流出が社会的
に問題視され、 「過疎Jという言葉が叫ばれ始
めたのは、日本のGNPが世界第二位となった昭
和43 (1968）年から、 豊かさの時代に突入し
た昭和45 年頃までのことである。 昭和45

(1970）年に過疎地域対策緊急措置法が施行さ
れ、775 市町村が過疎地域に指定された。 それ
と同時に、 都市の環境悪化を伴うf過密j 問題
も取り沙汰されるようになり、一時的なUタ ー

ン現象が見られたが、それは直接的な過疎地域
の人口増加には結びつかなかった。

平成16年8月の時点で、 過疎市町村の数は
1238 となり、全国の3087 市町村の約4割に当
たる。 過疎市町村の人口は平成12年で約 851

万人余、 全国の人口の7%弱に過ぎないが、 そ
の面積は日本国土の半分以上を占めている。

人口の高齢化が全国に約 20年先行している
とされる過疎地域は、高齢社会の先進モデル地
域である。 今後、 日本が成熟した高齢社会を築
いていくためにも、高齢者が健康で生きがいを
もって生活をすることのできる、地域づくりの
先進事例となる取り組みが期待されている。
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